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和牛種雄牛産肉能力直接検定成績（2012年度）

砂川隆治 運天和彦 森山高広

Ⅰ 緒 言

沖縄県畜産研究センターでは，種雄牛候補牛の産肉能力評価のため,和牛種雄牛産肉能力検定（直接検

定法）を実施している。2011年から2012年までに検定を終了した種雄牛候補牛の成績について取りまと

めたので報告する。

Ⅱ 検定牛および検定方法

１．検定牛

肉用牛群改良基地育成事業により生産された子牛から，産子調査により選抜された8頭の雄子牛であり,

概要を表1に示した。検定牛の父と母方祖父の組み合わせは，糸桜系×糸桜系が1頭，糸桜系×田尻系が

1頭,糸桜系×気高系が2頭，気高系×気高系が1頭，気高系×田尻系が2頭，田尻系×糸桜系が1頭であっ

た。

表１ 検定牛の概要

No. 名 号 血 統

生年月日 父 母 母方祖父 母方曽祖父 生産地

1 安 平 波 2010. 9.16 北 福 波 て る ほ 安 平 照 北国７の８ 石 垣 市

2 松 平 2010.12.13 北 乃 大 福 や す う み 北国７の８ 隆 桜 伊 江 村

3 政 忠 平 2011. 2.16 勝 忠 平 ふ く や す 安 福 久 平 茂 勝 久 米 島 町

4 国仲２３の２ 2011. 5.20 北 福 波 しんの０３２ 第 １ 花 国 平 茂 勝 宮 古 島 市

5 百 合 桜 2011. 5.20 百 合 茂 さ く ら 平 茂 勝 紋 次 郎 伊 江 村

6 茂 福 波 2011. 6. 8 百 合 茂 よ し か 美 津 福 平 茂 勝 沖 縄 市

7 祐 希 2011. 7. 7 北 福 波 ひ め や す 平 茂 勝 安 平 伊 江 村

8 古里３０度 2011. 8.17 北 福 波 ひ が ゆ り こ 勝 忠 平 安 平 名 護 市

２．検定方法

全国和牛登録協会の和牛種雄牛産肉能力検定（直接検定法）１）に基づき実施した。直接検定法とは，

種雄牛候補となる7～8カ月齢の雄子牛を単房式牛房にて112日間飼養し,粗飼料として乾草を飽食給与，

濃厚飼料は朝夕の2回給与で，1日の給与量は適正な育成管理となる範囲でおおむね体重比1.0～1.3％を

目安としている。

調査は増体量,余剰飼料摂取量等について実施した。

余剰飼料摂取量とは,同じ代謝体重,同じ増体量のもとで,摂取する飼料の量を減らすことを目的として

作出された形質である。無駄な摂取量を数値化したものであるので,負の値であれば必要な摂取量よりも

摂取量が少なく効率がよいという評価,正の値であれば,必要な摂取量よりも摂取量が多く効率が悪いと

いう評価となる。

Ⅲ 検 定 成 績

検定成績は，表2に体重およびDG，表3に飼料要求率,余剰飼料摂取量および体型評点を示した。

各調査項目の平均値は，開始時日齢243日，開始時体重261.6kg，終了時体重399.1kg，180日補正体重

205.6kg，365日補正体重411.7kg，1日当たり増体量（DG）1.23kgであった。

DGについては，茂福波の1.37kgが優れ,365日補正体重については，政忠平の462.4kgが優れていた。
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また余剰飼料摂取量における濃厚飼料は，祐希の-43,粗飼料は百合桜の-82，TDNは百合桜の-23，CPは

百合桜と祐希の0が最も優れていた。

8頭の平均値を2011年度の全国平均値２）と比較するとDGで0.08kg優れていた。

これらの検定牛のうち,2012年度第3回沖縄県肉用牛改良協議会専門委員会において,2013年度現場後代

検定実施牛として，松平（桜大福へ改名），百合桜，茂福波（百合美津へ改名），古里３０度（恒福波

へ改名）を選抜した。

表２ 検定成績（体重およびＤＧ）

開始時 体 重（kg） 終了時

No. 名 号 日齢 開始時 終了時 180日補正 365日補正 DG（kg）体高(cm) 備考

1 安 平 波 252 235.0 372.0 175.1 373.2 1.22 123.8

2 松 平 248 249.0 380.0 188.1 385.9 1.17 123.6 ○

3 政 忠 平 246 320.0 454.0 255.4 462.4 1.20 124.0

4 国仲２３の２ 251 275.0 393.0 218.8 395.1 1.05 125.0

5 百 合 桜 251 245.0 392.0 183.3 394.6 1.31 125.8 ○

6 茂 福 波 232 262.0 415.0 209.3 443.8 1.37 125.6 ○

7 祐 希 252 253.0 399.0 191.3 400.3 1.30 125.6

8 古里３０度 211 254.0 388.0 223.1 438.4 1.20 122.2 ○

平 均 値 243 261.6 399.1 205.6 411.7 1.23 124.5

標準偏差 14.5 26.4 25.6 26.4 32.0 0.10 1.3

全国平均値 － － － － － 1.15 124.5

注1）全国平均値は2011年度（232頭）の平均値

2）○は2013年度和牛種雄牛現場後代検定の実施牛として選抜

表３ 検定成績（飼料摂取量，余剰飼料摂取量および体型評点）

粗飼料 飼料摂取量(kg) 余剰飼料摂取量 (kg) 体型

No. 名 号 摂取率（%） TDN CP 濃厚飼料 粗飼料 TDN CP 評点 備考

1 安 平 波 49 597 105 53 29 59 11 81.6

2 松 平 57 607 102 23 75 65 7 82.2 ○

3 政 忠 平 50 638 112 15 -1 31 8 83.0

4 国仲２３の２ 51 570 103 3 -11 23 7 83.8

5 百 合 桜 50 537 97 -40 -82 -23 0 82.5 ○

6 茂 福 波 54 620 110 4 21 37 10 83.2 ○

7 祐 希 52 547 98 -43 -68 -19 0 83.6

8 古里３０度 54 577 103 -4 6 27 7 84.2 ○

平 均 値 52 586.6 103.8 1 -4 25 6 83.0

標準偏差 2.7 35.2 5.2 32 51 32 4 0.9

全国平均値 － -12.1 -2.2 0.9 3.1

注1）全国平均値は2011年度（232頭）の平均値

2）○は2013年度和牛種雄牛現場後代検定の実施牛として選抜

3)余剰飼料摂取量の算出方法は，以下のとおりである。

余剰飼料摂取量＝摂取量－｛a×代謝体重＋ｂ×増体量＋ｃ×他方の摂取量＋C｝

代謝体重＝｛（開始時体重＋終了時体重）/2｝０．７５

増体量＝終了時体重－開始時体重

他方の摂取量＝濃厚飼料の余剰飼料摂取量を求める場合は,粗飼料の摂取量を回帰として取り込み,

粗飼料の余剰飼料摂取量を求める場合は,濃厚飼料の摂取量を回帰として取り込む。

a:各飼料における代謝体重の係数 b:各飼料における増体量の係数

c:他方の摂取量の係数 C:定数
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